
20 Kitakami Shinkin Report 2017

経営の健全性と健全経営のための取組み  〜リスク管理態勢　　　　  について・コンプライアンス態勢について〜

　金融の自由化、国際化の進展、金融技術の発展等により、
金融機関の抱えるリスクは急激に拡大、多様化してきてお
り、経営においてリスク管理の重要性が飛躍的に高まって
おります。このような金融環境のもと、当金庫は地域金融
機関としての役割を果たし、地域の皆様の信頼を確保する
ため、リスク管理を経営の最重要課題の一つとして位置付
け、多様なリスク等の正確な把握、適切な管理・運営を通じ、
「経営の健全性の維持」と「適正な収益の確保」の双方にバ
ランスのとれた経営に努めるとともに、リスク管理態勢の
整備に積極的に取組んでおります。
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統合リスク管理運営委員会（情報資産保護、法令遵守含）事務局：総合企画部

自己資本管理 信用リスク 流動性リスク 市場関連リスク 事務リスク 情報資産保護・
システムリスク

ALM委員会　   事務局：総合企画部

　信用リスクとは、貸出先や投資先の財務状況の悪化等によ
り、資産（オフ・バランス資産を含む）の価値が減少あるい
は消滅し、損失を受けるリスクをいいます。
　当金庫では、貸出資産の健全性を維持するため、「企業格

付制度」「不動産担保評価管理」のシステム等の導入、中小
企業相談支援チームの設置により金庫内で情報共有を行って
いるほか、職員の内・外部研修を通じて知識の向上を図り、
審査能力の強化にも努めております。

　市場関連リスクとは、資産（貸出金・有価証券など）負債
（預金など）双方の金利変動に伴う「金利リスク」、株式や債
券などの価格変動がもたらす「価格変動リスク」、外国為替
相場の変動に伴う「為替リスク」の３つのリスクからなります。
　当金庫では、ＡＬＭ（資産・負債の総合管理）委員会を設
置し、経済・金利見通しなどに基づき、調達・運用に関して

柔軟な管理を行い、健全な資産・負債の管理と、適正な収益
確保に努めております。また、毎年、有価証券等の保有限度
額やリスクの許容範囲を設定して資金運用の管理・運営を実
施しているほか、ＢＰＶや市場ＶａＲ等のリスク指標の分析
やストレステストの実施により複眼的にリスクの状況を把握
し、リスクのコントロールに活用しております。

　流動性リスクとは、予期せぬ資金の流出などにより通常よ
り著しく高い金利での資金調達を余儀なくされたり（資金繰
りリスク）、市場の混乱などにより通常よりも著しく不利な価
格での取引を余儀なくされること（市場流動性リスク）など
により損失を受けるリスクをいいます。

　当金庫では、常に効率的な運用に努めているほか、支払準
備資金を信金中央金庫※などに預け入れするとともに、同中
央金庫が流動性への対応を図るといった業界としてのバック
アップ機能も整っております。
　※信金中央金庫については、32ページをご参照ください。

　事務リスクとは、事務上のミスや事故・不正等により損失
を受けるリスクをいいます。
　当金庫では、諸規程や法令等遵守の視点にたって、監査部
が定期的に内部監査を実施し、また、営業店に対して定例自

店監査の実施を義務付けるなど、日常業務における事故・事
務ミスの未然防止と事務管理の厳正化に努めております。
　また、各種システムの見直しや内部規程の整備を図り、事
務処理の改善と効率化に努めております。

　システムリスクとは、オンラインシステム等各種コンピュー
タシステムのダウンまたは誤作動、システムの不備、さらに
は不正利用などにより損失を受けるリスクをいいます。
　当金庫では、万が一システムが停止した場合でも、必要
な業務態勢が維持できるように「緊急事態対応マニュアル」

を整備し、模擬訓練の実施などで備えております。
　また、システムの不正利用や情報漏洩などにより損失を
受けるリスクを排除するため、セキュリティ管理体制の充
実を目指し、取組んでおります。
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